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金沢国際がん生物学研究会及びがん進展制御研究所が主催して、「金沢国際がん生物学シンポジウム」

を４月4日（月）に金沢大学医学部記念館において開催しました。このシンポジウムは、金沢大学のみ

ならず北陸におけるがんの基礎的ならびに臨床的研究の一層の発展を図ることを目的とし毎年開催し

ているものです。今回のシンポジウムでは、韓国ソウル国立大学腫瘍微小環境研究センター（SNU-GCRC）

から、世界でもトップレベルにあるがん研究者をシンポジストとして迎え、約140人が参加して先端的

ながん研究に関する最新の研究成果報告と、活発な質疑応答や意見交換が行われました。 

なお、本シンポジウムは大学院医学系研究科及び医薬保健学総合研究科の授業科目として認定されて

おり、同研究科の大学院生も60人が参加した他、学外からの研究者も数多く参加し、研究者間の交流

と最新のがん研究に対する理解を深める 絶好の機会となりました。 
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